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優先度 

次の優先度表を使用します。この表では、評価システムを要件に適用できるため、特定の要件がプロ

ジェクトの成功に不可欠かどうかを判断するために必要な可視性 (各要件の価値、ステータス、説明) 
を確保できます。 

価値 評価 説明 

1 重大 要件はプロジェクトの成功に不可欠です。この要件を満たさな

ければ、プロジェクトは実行できません。 

2 高 要件はプロジェクトを成功させるうえで優先度が高いですが、こ

の要件を満たさなくても実用最小限の製品 (MVP) シナリオで

はプロジェクトを実行できます。 

3 中 要件は価値を提供するため、プロジェクトの成功にとって重要

ですが、この要件を満たさなくても MVP シナリオではプロジェ

クトを実行できます。 

4 低 要件の優先度は低いですが (満たすことができればなお良い

レベル)、プロジェクトの成功には影響しません。 

5 将来的 要件はプロジェクトの範囲外であり、将来的なリリースや機能

の一部として含まれる可能性があります。 

 
要件カテゴリ (RC1) 
 

 
 
 
 

ID 要件 優先度 提起者 
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用語/略語 説明 
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15. 参照 

 

名前 場所 
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16. 付録資料 



 

免責条項 

Smartsheet がこの Web サイトに掲載している記事、テンプレート、または情報などは、あくまで参考と

してご利用ください。Smartsheet は、情報の最新性および正確性の確保に努めますが、本 Web サイ

トまたは本 Web サイトに含まれる情報、記事、テンプレート、あるいは関連グラフィックに関する完全

性、正確性、信頼性、適合性、または利用可能性について、明示または黙示のいかなる表明または保

証も行いません。かかる情報に依拠して生じたいかなる結果についても Smartsheet は一切責任を負

いませんので、各自の責任と判断のもとにご利用ください。 
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	Text4: プロジェクト固有の目標、タスク、成果物、コスト、締め切りなどプロジェクトの範囲内外の項目を列挙し、プロジェクト範囲の概要を提供します。この情報は、チーム メンバーにプロジェクトの範囲に関するガイドラインを提供し、それに応じて計画とリソースの割り当てを行うことができます。
	Text124: 範囲内
以下は、プロジェクトの「範囲内」です。
• 範囲内の項目 1
• 範囲内の項目 2
• 範囲内の項目 3
• 範囲内の項目 4
• その他

	Text125: 範囲外
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• 範囲外の項目 4
• その他

	Text5: ビジネスがプロジェクトを開始する理由 (つまり、ビジネス推進要因) を記入します。要するに、なぜプロジェクトに取り組むのかを説明します。例には、次のようなものがあります。
• 法的要件
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ビジネス推進要因 #1
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ビジネス推進要因 #2
ビジネス推進要因 #2 に関する詳細な説明を提供します。
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ビジネス推進要因 #3 に関する詳細な説明を提供します。
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	Text6: プロジェクトで解決を目指す主な問題に対処するための提案されたプロセスの詳細を提供します。提案されたプロセスを示すために、図、フローチャート、またはその他のビジュアルを含めても構いません。このプロセスでは、現在のプロセス (上記) で使用したものと同じ図解ツールやスタイルを使用することをお勧めします。
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	undefined: プロジェクトの機能的使用を詳細に説明します。プロジェクトの要件をカテゴリ別に分けて、わかりやすいようにします。必要に応じて、後続のプロジェクト カテゴリに対してこのセクションを複製できます。次の表には、各要件の一意の ID、各要件の詳細、各要件の優先度、要件を推進または担当している人物の名前が含まれます。
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	Text47: 提案されたプロジェクトに関連するすべてのコストの詳細なリストと費用対効果分析を提供します。プロジェクトの経費に対して提案または予測される資金源の詳細を含めます。
	Text48: プロジェクトに必要なリソースの詳細を提供します。人員のニーズ、ハードウェア、ソフトウェア、設備、オフィス スペースなどを含めます。
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